菅井英明

中森明菜・キョンキョン世代

兄がクラシックに幼少からハマっていて、家ではよくかかっていたようである。

幼少の時エレクトーン教室に通う。背が小さくベースに足が届かないからか先生は読譜と作曲を教える。また幼稚園が宮城県の東北学院・宮城学院（NHKドラマ「いだてん」や「はね駒」キムタク「教場２」）運営の幼稚園で、教会が付属していたので、声代わりするまで大人の陰に隠れて歌う。ここで、曲はほとんど作りが同じであることと、先の展開を予測する能力を身に着けた。

小3の頃一緒にいつも帰ってくれる幼馴染が突然引っ越して人間不信になる。
この頃父親が、映画館に行くのが好きで、ジョンウェインの西部劇を見せられるが、映画が始まる前にかかっている、ジャズやカントリーに慣れる。

小4の時近所のエレクトーン教室が突然無くなり、音楽から離れる。

この頃、ラジオを自作しはじめ、自作ラジオで音楽を聴くようになる。沢田研二やキャンディーズ、アリスら聞きやすいものをラジオで聴いていた。アリスのハンドインハンドはいつか絶対起こると（今でも）信じる。

小6の終りで友人の勧めでアコギを買う→今ステージで使っている物！！

中一で友人が黒いストラトタイプを持っていたので白いストラトタイプを買う。その友人がジミヘンが好きだったので対抗してクリーム（エリッククラプトン）推しになり、クラプトンをコピーする。初めて完コピしたのはカラフルクリームに入っているストレンジ・ブルー。リッチー大先生や当時輸入盤でレコード屋で床に捨てられていたヴァンヘイレンのデビュー作もコピー。

中学には洋楽を聴く友人が6人くらいいて、友達同士で次少ない小遣いで何を買うかを相談してレコードを回して教養を高めた。自分はクリーム、スコーピオンズ、ディープ・パープルだったが、友人はベイシティローラーズ、チープトリック、クイーン（JAZZ、世界に捧ぐ）、ビートルズ、ジョージハリスン、キングクリムゾン（宮殿）、EL&P（展覧会の絵、Brain Salad Surgery）、ピンクフロイド（原子心母）、イエス（危機）、ABBA、ノーランズなどを貸してくれた。ジェネシスは多分仙台で売ってなかった。

ラジオで洋楽特集があると必ず録音した。録音したので印象に残っているのはビートルズ、喜多郎、レッドツェッペリン、ピーター・フランプトンなど。この時期とても豊かな音楽体験をした。

※まだレンタルレコード屋はなかった。

この頃から地元の仙台はいたるところでアマチュア、セミプロ、楽器メーカー主催の演奏会が開かれているのを知って足しげく通う。YAMAHAで演奏している大学生／社会人のお兄さんたちは憧れだった。

中二病にかかり、沢田研二の「ヤマトより愛を込めて」のように愛する人を守ろうと思うが、クラスで隣に座っていた愛する人にはすでに好きな人がいたので諦める。中二病の頃、プラネタリウムに行くのが好きになり、そこで喜多郎の「OASIS」が物語のBGMになっていて喜多郎好きになる。

中二病が高じて詩を書くようになる。バイロンが好きだった。河北新報という宮城県の新聞に投稿して載るようになる。あまりによく載るのでつまらなくなったのと学校にバレるのではないかという不安で止めるようになる。当時の詩集は「童心」というタイトルの手帳に現在でも残っている。童心とは言うものの、中二病なので、世紀末が来る、そしてどうやって愛する人を助けるか、そんなことばかりが書いてある。

この頃KORGのギターシンセ（X-911）の発表会で演奏を聴いて度肝を抜かれ、生徒なのに観に来ていた私にそのデモンストレーションをしたバンドが「どうでしたか？」と聞いてきて、「イヤー、シンセみたいで凄いです」と答えたら苦笑された。当時会場でもらったピックを持っていたが、最近ヤフオクで売ってしまった。

中三で演劇部の後輩に頼まれ3－4曲劇中で使う曲を作曲。オープンリールとラジカセでダビングを繰り返し、段ボール箱を叩いてドラム代わりにして録音。文化祭で使われた。残念ながら音源が残っていない。

中三の冬、ジョンレノンがNYで撃たれて死亡する。友人によるとそのニュースを聞いた後、学校で一日悲しい顔をしていたという。

中三後半で、当時フュージョンが流行っていて、スタンリークラークやジャコパストリアスの写真がやたらカッコ良かったので、ジャズベースタイプのベースを買って練習する。

私服の煌々にはいるが、なぜか赤はダメだと言われるので、赤い服を着てロック小僧に必要な反骨精神を養う。当時パンクが流行っていたのでパンク魂でもあった。

高校では洋楽を聴く友達は一人しかいなかった。BOSTON（ドント・ルック・バック）やTOTOを借りたが、当時アメリカンハードは好きではなかった。

高1で吹奏楽部に入りウッドベースを弾くが、夏の演奏会と大会二つで燃え尽きる。ブラスバンドの楽器の構造やスコアも大体覚えたので帰宅部になる。帰宅部になってから結婚式場でのバイトが増えて多少リッチになる。結婚式は最初の数回はとても感動して花嫁の父のように泣く。ビールが飲めない年頃なのにビールを継いで回る。

リッチになったお金で、バンドを高1で組む。
レンタルレコード屋第一号店が東北大学のすぐ横にできてハマる。流石に大学生が効く物を置いてあるので、ジャズの他に、ラッシュやノヴェラのプログレや、日野皓正、アルディメオラのようなフュージョンも多数置いてあった。

バンドは最初からオリジナル曲でステージに立ったが、一曲だけコピーを混ぜたら、オリジナル曲の完成度が高すぎて、全部コピーだと思われてしまう。当時NYドールズやT.REXのようなルックス（今でいうV系）で、音楽はラッシュやノヴェラのようなプログレハード（今でいうV系）をやっていた。残念ながら写真も音源も残っていない。メンバーが上手になると引き抜きや分裂が起きて苦戦する。

高2
リッチになったお金で中型オートバイの免許を取り、４００ｃｃのスズキのGSX400Eというバイクを買う。しかし夏に突然右折した対向車に轢かれ、高2の夏が入院で消滅する。

高３
長髪にしていたらクラスで煙たがられ、卒業アルバムで「美難子」と呼ばれるが、本人はマークボランの生まれ変わりだと思っていた。高３の文化祭で長髪の写真残る。

フュージョンは憧れと嫌悪感のはざまで揺れていたが、今もその気持ちは未消化である。

この頃、アマチュアバンドのほとんどがRCサクセションをコピーするのにうんざりしていたが、これだけ影響力のある忌野清志郎はどんな人物かインタビューをかえって読むようになり、清志郎が尊敬するオーティス・レディングらの日本でいうオールディーズにはまり、V系よりもいわゆるモータウンやアトランティックのR&B、そしてそれらに影響を受けたザ・フー、ザ・バーズなど60年代バンドを聴き始める。

大学
大学は行かずに東京の音楽プロデューサー専門学校に行こうと思っていたが親に反対され、仕方が無く大学を受けて落ちれば親は諦めて専門学校に行かせるだろうと思って受けたら受かってしまいひどく悩む。宮城県の隣の県だったので、引き続きバンドはやれるかと思い、退学を思いとどまる。仙台のバンド活動がある日は片道６０ｋｍを小型スクーターで往復する。

高3で組んだバンドが受験で若干の休眠をした後、当時通っていたスタジオのマスターの推薦で仙台の（確か）NHKのFM番組に出演する。エンジニアに「メタルみたいな音らしいけど、あまり歪ませないでね？」と言われたが無視してまあまあ歪んだ音で演奏する。エンジニアが録ってくれた音源のテープが存在する。

これで引き抜かれたのか、独立心が出たのか。ベースとドラムが脱退し困っていたが、当時珍しいSSWでライブハウス活躍していた三ちゃんという人物に拾われ、ドラムとベースも拾って、「三ちゃんバンド」を作る。

この頃完全にブラックミュージック熱にかかってしまい、V系もプログレも忘れてしまう。最初BBキングやアルバートキングらギタリストを収集したが、だんだんゴスペルやブルースハーモニカのようなディープなところにはまる。レイ・チャールズはポップス性、歌唱力、カリスマ性を兼ね備えて神だと思い始める。

「三ちゃんバンド」は、なんでも演奏できるテクニシャン集団を目指すが、やっている曲は初期ポリスのようなU2のような曲だった。結婚式などで演奏してギャラをもらい始める。

仙台のビレッジバンガードという老舗ライブハウスに出ることになっていたが、メンバーの一人に家族の不幸があり、活動休止。今でも非常に悔いの残る判断だが、当時みんな純粋で、代役を立てるという気になれなかった。

深い悲しみの中にいたが、バンドでやると何が起こるか分からないとやっと悟り、19歳で宅録（今でいうDTMだが、デジタルではなかった）を始める。

機材を買うためにモクモクとバイトに励み、47時間寝ないで正月店長とニコマートで働く。

以前から指をけがしたらギターが弾けなくなるという強迫観念にとらわれていたが、宅録なら多少身体に障害があってもできるのが分かり、安心する。

最初は4トラックMTRだけ買って、ギターやベースは手弾き、ドラムは友人から借りたシンセに付属の音を手でリアルタイムで叩いていた。
その時の最高傑作だと思う曲は当時かぶれていたプリンスとピンクフロイド（ザ・ウォール）にインスパイアされた、
Have You Ever Loved a Woman?
https://www.youtube.com/watch?v=905lkKloO1s
と
古墳
https://sugaihideaki.bandcamp.com/track/tumulus-kofun
である。

Have You Ever Loved a Woman?はほとんど手弾きであるが、友人のシンセで機械的なリズムの反復を作れたのかもしれない。リズムについて残念ながらどうとったか思い出せない

古墳はマイクオールドフィールドという、「エクソシスト」のテーマになったミニマル・ミュージックにインスパイアされた作品で同じパターンを延々と繰り返したが、シーケンサーももちろんPCもない当時の機材からいって、逆に難しかった。KORGのPoly-800という友人のシンセを手弾きで何度もオーバーダブして作った。この曲は2017年にリメイクし、2018年美馬市PR動画コンテストのBGMに用いて、第二位である優秀賞をもらう。
「ミステリーが多すぎる街・美馬」
https://www.youtube.com/watch?v=-Ak5ZhZI0YA

この頃、最新のガジェットだったSONYベータのビデオデッキを買い、レンタルビデオを満喫する。面白かったのが幼少の時に見た、50－60年代の映画でヒッチコックやグレイスケリーやオードリーヘプバーンのような映画。80年代のホラーやスプラッターも面白かった。

この頃、プログレにはまっている医学部生が寮にいて、まだ聴いたことのなかったアメリカン・プログレのカンサスやイギリスのキャメルやスーパートランプといったB級？プログレを聞かせてくれる。トップクラス（ピンクフロイド、イエス、キングクリムゾン、EL&P）を中学生から聞いていたので、B級？には中々ハマることができない。

この頃、アイドルにはまっている友人がいて、その影響でキョンキョンやセイントフォー、少女隊、岡田有希子にはまる。この時期、世界のデジタル楽器に革命が起き（MIDI規格が1983年）、音楽がゴージャスになり、アイドルも音作りがゴージャスになる。洋楽のそのまんまパクリも増える。中森明菜やセイントフォーなど。

アート・オブ・ノイズやイエスのロンリーハートなど、デジタル最先端の音楽が出始める。サウンド・アンド・レコーディング・マガジン（サンレコ）など誰も買わないものを生協に頼んで買っていた。

デッドオアアライブやペットショップボーイズにもハマり、これをやりたいというマグマが溜って今もある。

大学二年生
この頃『菅井英明I』をリリース。カセットで10本程度作成し友人に配る。現在も幸いなことに音源がある。

高校時代の事故で自粛していたオートバイに乗るようになり（２５０ｃｃ）、限定解除もして、その後日本一周に出る。四国も来る！！

四国は当時、神戸―淡路島は船で、淡路島―鳴門は橋で、橋の上では「橋の上で止まらないでください」と放送が流れていたが、皆停まって渦潮を見ているので自分も見てみた。１，２，３，５，６，７、２３番寺や大神子海岸を訪問した記憶アリ。大神子海岸は当時、一大リゾート地で、テニスに明け暮れる先輩たちを見て、宅録なんて部屋に籠ってしていていいのだろうかと悩んだ。

デビューも考えて、日本の物を聴き始める。セイントフォーは、イギリスのプログレバンド・エイジアを頻繁にパクっていたのでよく聴いた。セイントフォーは日本一周のついでに大阪で8月に観る。

やはり音楽的には最先端だった岡田有希子が自殺してアイドルの闇を見る。ショックを受けたので、「死んでシンデレラになったあの娘」という曲を作った。

ほかにはソロになった世良公則、青森出身の小比類巻かほる、レベッカ、人気のない初期のTMネットワーク、爆風スランプ、ARB、尾崎豊、浜田省吾、大沢大澤誉志幸などがかっこ良かった。尾崎豊の初期の作品には歌詞の面で影響を受けた。

小学校からの親友で東京に出て行ったのが、職場でで喘息で亡くなる。ニュースを聞いたとき、何を聴いたら良いか分からなくなりキング・クリムゾンのエピタフを一日中かける。

We are the worldが流行り、よほど金をつぎ込まないとああいう音が作れないというのが分かりまたショックを受ける。

教養終了後の専攻を美学にして、アートなものについて考えるようになる。

大学三年生
機材も大分揃い、シーケンサー（Yamaha QX-21）とドラムマシン(TR-505)を買う。今思えば808とか909を買っておけばオークションで車が買える値段で取引されていて失敗だった。

この頃『菅井英明II』をリリース。カセットで10本程度作成し友人に配る。現在も幸いなことに音源がある。やれることが限定されているため、一種のニューウェイブ的な、リズムは機械的だが、上に生演奏が載っているポリスのような曲が多い。

コンサート・プロモーターのバイトで会場整理係をする。安全地帯やアルフィー、レベッカなど、見てはいけないとは言われたが目の前でしっかり見る。

大学四年
　ヤマハのデジタルディレイ(SPX?)、カシオのというサンプラー（SK-1）、ヤマハのラック式シンセ(TX-81Z)、ミキサーなどもそろえて、自宅がなんとなくスタジオのようになる。今と比べればチャンネル数も少なく限定的だが、シーケンサーでMIDI同期して自動演奏もこなせるようになる。一方でWe are the world症候群がひどく進み、機材を買うのに疲れ果てる。

「恋はカウントダウン」という三枚目のアルバムを作り配る。生っぽいR&Bとアシッド・ハウスミュージックの元祖とも言えるLo-FIなデジタル・ミュージックが混ざっている。多分にプリンスの「アラウンド・ザ・ワールド・イン・ア・デイ」の影響がある。現在も音源がある。

　卒論を書くのに本を読み始め、言語に関心を持つようになる。詞を書いていた頃を思い出し、歌詞のレトリック構造に興味を持つ。

この時期から、留学することに決め、資金を貯めるため、楽器購入を止める。バイトを地方のCMと結婚式のビデオを制作する会社で始める。高校時代ウエイターをしていた結婚式場に配属され、当時の給仕のリーダーのおじさんがまだ務めていて、感慨深かった。

冬、単発で二曲作り、当時としては人に聞かせられる一番のポップなクオリティの曲だと思う。
「三日遅れのバレンタイン」
https://www.youtube.com/watch?v=5QWpxUOMrVg&t=1s

「スノー・フレイク・テンダーネス」
※詩が友人の友人が書いたもので、彼の所在が卒業後すぐわからなくなりお蔵入りするが音源はある。

この頃、ラジオで坂本龍一が宅録青年たちのデモテープを流す番組があったらしいが、田舎に住んでいたのでその情報は知らなかった。

卒業後、知り合いのディスコの専属DJが専属で一緒に演奏をしないかという話があり、ビートルズをディスコに直した音源など作ったが、この話を持ってきた人物が外車の輸入店を始めてディスコDJを止めてしまい雲散霧消した。当時あまり興味はなかったが、この影響がよく考えると現在にも至っていてクラブミュージックを再び手掛けたいと思っている。
　あと数年、ディスコで頑張れば、シカゴでアシッドハウスブーム、イギリスでセカンドサマーオブラブが起こり、安い機材でLo-Fiなダンス音楽を作れたはずで、若干、諦めるのが早すぎたという気がする。

大学卒業
資金を貯めるため、引き続き同じビデオ・CM制作会社でバイトをするが、本採用だと社長に思われてしまい（その割にバイトの給料のまま）止めるのが気まずいが半年で止めて、アメリカに行く。最初最初黒人ミュージックのルーツを知るため、ルイジアナに4カ月ほど住む。黒人音楽は特にアメリカで流行っているわけではないのが分かり、カリフォルニアに移る。

以後、言語の研究者になったのでほとんど音楽と関わらなくなる。

早い時期にインターネットに触れる。MacのSE30を買う。

ケニーGにはまる。カシオから出たカシオトーンというサックス型のおもちゃを100ドルで入手して、Going Homeの練習をする。しかしオクターブが足りなく再現できなかった。

ハワイに移る。
寮の裏手に、クラシックギターの教室があり、若い韓国人の先生だったが、ちょっと弾いてみてと言うのでちょっと弾くと、左手は良いので、右手を練習しろと言われ、右手のフィンガーピッキングを強化する古典の教本を買わされる。その後ずっとほったらかしであったが、この数年ウォームアップ用に使っている。

20代後半で二胡の一種「高胡」をタイで入手して3年ほどパーティーなどで弾く。

同じ時期にOPCODEのビジョンというパソコン内でシーケンサー、外付け音源でMIDIを鳴らすものを購入する。当時はまだPC内でソフトシンセを鳴らすものはなかった。

お守りのようにフェンダー・メキシコのテレキャスを買う。これらを使って、20代では一曲だけ制作する。
「ハワイアンナイト」
https://www.youtube.com/watch?v=TKjwrAMtYvg

この時期、ジェフ・ヒーリーという盲目のギタリストがテレビに出てジミヘンのようなハードなブルースを、膝の上に置いて、左手は逆手で（スチールギター）のように弾いていた。カッコ良かったので、さっそく左手は逆手で弾く練習をしたので現在でもほどほど弾ける。

30代ではマッタク制作をしていない。キーボードやシーケンサーソフトは買ったのだが・・・

聴く方は台湾、香港、タイ、メキシコ、ペルー、スペイン、ハワイなどワールドミュージックにはまる。

テレキャスはハワイを出るとき友達にあげる。←もったいない＞＜；

40代になると、周りにジャズを演奏したり、聞いたりする人間が多かったため、ジャズにはまる。当時あまりなかったジャズブログ『ロック小僧のためのジャズ入門』というレビューを書く。

周りに演奏者が数人いたので復帰を考えて、SONAR7と関連MIDI周りを一式買う。巡音ルカも出たばかりだったが買ってみる。

務めていた香港の大学で学生が外の学生に向けた成果発表会（オープンキャンパスのようなもの）をするというので、その会場で流すBGMとビデオを作る。

この頃、ロジャーウォーターズやロッドスチュワート、チックコリア、ミーシャなどコンサートを見るのにハマる。ロッドスチュワートの地声がとても普通であの歌声は作っているというのが分かって衝撃を受ける。

日本で自殺者が年間3万人いるということを知って胸が痛んで、自殺防止を呼び掛ける歌を突然メロディーが降ってきて作る。
「死なないで」（巡音ルカ）
https://www.youtube.com/watch?v=Trt1WWxHlLc

ジャズシンガーの堀江真美氏に香港で「死なないで」を歌ってもらう。なかなか「死なないで」とズバッと言えないという講評をもらい、彼女は「行かないで」に歌詞を変えて会場で歌った。

死なないでを手掛けていると、何となく運気が削られるのか元気がなくなるので、当初、香港人学生のセミプロの女性に歌ってもらって収録したが、ボーカロイドの巡音ルカに差し替えてYoutubeに載せる。

この頃まわりのジャズ演奏家に刺激されて、復帰を考えるようになり、ジャズコードやフィンガーピッキング（日本だとソロギターという呼び方）を練習し始める。

2010年
日本に戻る。

2011年　東日本大震災起こる。震災10日後に実家仙台に戻る。実家は柱が一本折れたが無事だった。

音楽で慰問、または曲を作って追悼という発想がないわけでもなかったが、音楽という感じではなかった。

2013年
フィンガーピッキングの持ち曲が増えたので、地元立川市で演奏会に出るようになる。ミスティーやザ・エンターテイナーのようなよく知られる曲を弾く。立川市では、立川いったい音楽祭という年に一回２日連続で地元の商店街の振興も金て大きな音楽祭をやっていて、これが現在の演奏に対する基本姿勢に影響を与える。

この頃、本格復帰するため、アイオーミュージックの熊川ヒロタカ氏（『DTMerのためのド派手なバンドアレンジがガンガン身に付く本』にアレンジ法について師事する。

2015年
近所にジャンクアーティストを名乗る芸術家の田中梅夫氏（映画版ガッチャマンなどで氏の作品が背景に使われている）が住んでいて懇意になり、氏が作品を展示する立川市市役所内で行われた、たまがわみらいパーク市役所内展示会で、作曲した「Streami in Winter」がテーマ曲として流れる。

2016年
この頃、お話会に属していて、3月に東京都立川市たまがわ・みらいパークで行われた、お話会「希望の木」で作曲した「街そして希望」ほかがBGMに使用される。

2016年～17年　
立川市に在住のジャズ・クラリネット奏者、渡部調匡氏の伴奏を複数回務める
6月　東京都立川市環境フェアで、水辺の楽校の展示で、　「水辺の楽校」テーマ曲と「ガサガサ」をBGMに使用。
この頃から、ジャズよりもアンビエントや環境音楽、ヒーリング音楽に傾倒し、これまで知っていたブライアン・イーノやマイク・オールドフィールド、喜多郎、冨田勲などを違った聴き方をするようになる。
11月　徳島県に移住する。
2018年
平成30年度美馬市PR動画コンテスト作品「謎＜ミステリー＞が多すぎる街　美馬」で優秀賞受賞する。
「謎＜ミステリー＞が多すぎる街　美馬（美馬市ＰＲ動画コンテスト優秀賞）」https://www.youtube.com/watch?v=-Ak5ZhZI0YA
https://sugaihideaki.bandcamp.com/track/tumulus-kofun
挿入曲「古墳」は19歳の時初めてシンセのみで手で作った宅録曲のリメイクである。シンガポールのミニマル・アートフェスティバルで、膨大な量のミニマルミュージックに出会い、ますますアンビエントや環境音楽に傾倒する。
2019年
8月
Spotify、Amazon Musicなど各配信スタンドから、「四季のための音楽」を発表する。四季のための音楽は長年構想を温めていた、環境音楽とミニマルミュージックを融合してブルースと和音階を混ぜた「和メロディー」を使って実現したものである。

10月3日　
上板町技の館古民家　癒しの演奏会　第１回
〇サウンド・インスタレーション「四季のための音楽」
〇つづらがきの前身である藍の渋柿隊　で演奏する（カホン担当）

2020年
徳島県立近代美術館のチャレンジとくしま2020で、「四季のための音楽」でシンガポールの若手イラストレーターNg Pei Ning氏が描いた「四季の木」とコラボしてサウンド・インスタレーションを行う。
このインスタレーションは阿南市と阿波市でも開催四手だったがコロナのため中止。
　6月、メジャーを目指す意味もあり、ジャニーズ事務所にクレームを入れられそうな藍の渋柿隊をメンバーチェンジを経て、つづらがきにする。
ウィキペディア　「つづらがき」
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%A4%E3%81%A5%E3%82%89%E3%81%8C%E3%81%8D

6月、7月、わらあい市で生演奏ではなく演奏を収録した「わらあい市スペシャル放送」を放送する。

９月、メンバーチェンジがあり、これまでのDAWで製作したオケに箏を載せるスタイルを捨てて、アコースティック路線に回帰する。以後、和なプログレッシブ・フォーク／ニューエイジの道を模索始める。

この頃から、ベンチマーキングするバンドとして、イギリスのMoulettesやTunggといったプログレッシブフォークやペンタングルなどの古いイギリス・フォークを研究始める。

9月
　ジャパンブルー上板の町おこし事業の一つである、阿波ポップス創生事業に参画する。NAOKOがつづらがきに加入して現在のメンバーになる。

12月
　BANDCAMPのページで、アンビエントの副産物とも、もし20代で音楽を止めなければおそらくやっていただろう、とも言える、トランスの曲、「Be Brave and Just Fly Away」を発表する。
Be Brave and Just Fly Away
https://sugaihideaki.bandcamp.com/track/be-brave-and-just-fly-away










